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Ⅰ　問題と目的
平成19年に「特別支援教育」が学校教育に正式に
位置付けられて以降、平成24年には中教審報告によ
る「合理的配慮の観点」が示されるなど、障害のあ
る児童生徒の支援の充実が求められている。その背
景には「通常学級に在籍する発達障害の可能性のあ
る特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する
調査」（文部科学省、2012）が指摘するように、小
学校には7.7％もの児童が特別な教育的支援を必要
とする現実がある。
しかし、若手教員層の増加や多忙感もあり、特別
支援教育へ意識は十分ではなく、一人一人のニーズ
に対応した指導や支援には課題も見られる。特に、
問題となる行動については適切な支援が提供できな
いことにより、児童の不適切な行動が増えてしまい
授業に参加できないこともある。
一方、近年、特別支援の方法として、応用行動分
析で用いられる機能的アセスメントのＡＢＣ分析が
注目されている。一人一人の問題とされる行動とそ
の前後の状況に焦点を当て、なぜそのような行動が
起こっているのかを分析する試みである。すなわ

ち、問題となる行動の前後の要因を把握し、適切な
行動を増やすためのより具体的な支援を見いだす方
法論である。しかし、三田地（2017）によると、日
本の公立学校教員において応用行動分析はほとんど
認知されていないことが明らかにされている。
そこで、ＡＢＣ分析を用いた支援についての理解

を促進し、児童の適切な行動を増やすための支援の
手立てとなるリーフレットを作成する。それによ
り、教師の意識の変容が図られることでＡＢＣ分析
の基づく個に応じたよりよい支援を検討することが
できるであろう。それにより、児童の適切な行動が
増え、学校生活の安定や意欲の向上を図ることがで
きると考える。

Ⅱ　研究Ⅰ
１．目的と方法
ＡＢＣ分析の理解を促す教員向けのリーフレット
を作成する。ＡＢＣ分析での行動の捉え方、支援検
討の流れについて簡潔に分かりやすく伝えるため、
先行研究に加え筆者らの知見を加味して、検討す
る。なお、妥当性を高めるために、教育センターの
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指導主事による評価を依頼した。
２．結果
図１－１．２．３にあるような『困った行動の中に

こそ支援のヒントは隠されている！』というカラー
刷りのリーフレットを作成した。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【原因探しの流れ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａさん 
授業中にパニックを起こし、泣き叫ぶことがある 

ここでは、Ｂのパニックに代わる適切な行動
を引き出すことを考えてみましょう。 

このままでは、「パニックを起こせば課題をやらずに
済む」という誤学習をしてしまい、ますますパニッ
クが増えること考えられます。 

まずはＡとＣの部分
をしっかり観察しま
しょう。 

それなら、どうしたらいいのでしょうか… 

パニックに代わる適切な行動… 
一人で課題ができることや、困ったり分からなかったりした場合には
教師に自分で伝えることができるといいのですが… 

では、その適切な行動を引き出すために、私たちができる支援を考えてみ
ましょう！！ 

どうやらＡさんは、
課題が難しすぎる場
合に、パニックを起
こしていることが分
かりました。 
その結果、結局課題
をやらずに済んでい
ます。 

ＡＢＣのフレームで考えていくときに大切なこと 

☆その行動は具体的ですか？    例：パニック・・・どんな行動？泣き叫ぶ？黙って固まる？ 

☆その行動で子どもが求めていること（行動の原因）は？  
行動の原因は、行動の後に何が起きているか（後続事象）で判断します。 

「もっと私の
こと見て」 

「〇〇が 
ほしい」 
「〇〇がした
い」 

「〇〇が 
心地いい」 

「私に 
かまわない
でほしい」 

「○○を 
出さないで 
ほしい」 
「〇〇をした
くない」 

「〇〇が 
嫌だ」 
「〇〇を 
忘れたい」 

問題となる行動によって・・・ 

あるものから逃れている 
（負の強化） 

 

あるものを得ている 
（正の強化） 

 

 
 

 
 

 
他者からの 
注目 

物や活動 感 覚  
 

 
 

 
他者からの 
注目 

物や活動 感 覚 

パニックに置き換わる
適切な行動 

Ｃへのアプローチ Ａへのアプローチ 

これらの経験を積み重ねることにより、Ａさん
のパニックに代わる適切な行動を増やしていく
ことで、問題となっていた行動は減少に向かっ
ていきます。 

図１－３　リーフレット（中面）

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さっそくですが… 

 

発達障害の傾向がある A さん。 

授業中にパニックを起こし、泣き叫ぶことが多くあります。 

「授業が中断することもあるし、周りの子へも迷惑がかかってしまう・・・ 

A さんの学習も遅れてしまうし・・・」担任の先生は困っています。 

 
「どうしてパニックを起こすのかな？どういう支援をしていったらいいの？」 

 

さて、みなさんなら Aさんのパニックの原因をどう考えますか？ 

 

 

 

 

 

 

ちょっと待って！！ 

人の行動には必ず理由があります。その行動の理由に焦点を当て、行動の支援と環境の整備をすることで、 

子どもの行動を変えていくことができます。その行動の中にこそ、支援のヒントは隠されているのです。 

そこで、ここではＡＢＣのフレームで子どもの行動をとらえ、支援を考えていきます。 

 

 

ＡＢＣのフレームって？ 

 

子どもの困った行動をこの３つのフレームで考えると行動の原因、支援の方策を探ることができます。 

Ａさんの事例を基に考えていきましょう。 

 

気になる・問題となる行動（Ｂ） 
①新しい学習内容に対して抵抗があ

りやりたがらない 

②授業開始時に着席していない 

③ごほうびタイムの時間を守れない 

・４５分間何もしないで遊んでいる

ことがある 

望ましい行動が起こりやすくなる工夫 

(気になる行動を起こりにくくする工夫) 

①導入にタブレット学習を取り入れ

興味・意欲をもたせる 

②遊びに行く前に、うまく遊べるよ

うに声掛けをする(約束の確認) 

・授業終了時に次時の学習準備をす

るよう声掛けをする 

・できるだけチャイムで号令をかけ  

 る 

③ごほうびタイムは自席でできるも

にする 

・ごほうびタイムの時間を決め、タ

イマーを使う 

ほめ方・楽しみな活動 

・ごほうびタイム(５分程度)で好き

な活動ができる 

・チャイムで着席し授業を始められ

たら、がんばりカードにシールが

もらえる 

望ましい行動 

・嫌がらずに興味をもって学習に取

り組む 

・座って学習できる時間を増やす 

行動前の事象（Ａ） 

①自分にはできないという思い込み 

②休み時間に友だちともめ、気持ち

が切り替えられない 

③好きなことをやっていてやめられ

ない 

気になる・問題となる行動（Ｂ） 
①教科書やノートを出さない・板書

をノートに写さない 

②自席から離れ、好きな本を読むな

ど勝手なことをする 

③人の目を気にして、集団の中に入

れず活動に参加しない 

行動前の事象（Ａ） 

①文字を書くことに苦手意識がある 

②自分のやりたい活動ではない 

③時間を守らず、遅れて行動する 

ほめ方・楽しみな活動 
・望ましい行動が見られたときには

それらを認め賞賛する 

・本人と話し合って決めたことがで

きた際はがんばりカードにシール

を貼る。家庭と共有し、家庭でも

賞賛する 

望ましい行動が起こりやすくなる工夫 

(気になる行動を起こりにくくする工夫) 

①②③１日の予定や１時間の学習内

容を個別に本人に分かるように詳

しく伝える（視覚で分かるもの） 

・本人と話し合い、提案や交渉をし、

「これならできる」というものを決  

める 

②自分で選択させた別課題をやるこ

とを認め、自席で行うようにする 

③活動の流れを伝え、参加できる部

分だけでも良いことを伝える 

望ましい行動 

①②教科書・ノートを出し、離席せ

ず授業に参加する 

③集団の行事や活動に参加する 

 

行動後の事象（Ｃ） 

・学習をやらずにすきなことをし続
けることができる（楽しい・嫌な

ことを忘れられる） 

 

起こってしまったときの対応 

・本人と話をして、学習開始時の時

間を決める(タイマー使用) 

行動後の事象（Ｃ） 

①②叱られることもなく学習をやら

ずにすきなことをし続けることが

できる 

③集団での活動に参加しなくて済む 

 

起こってしまったときの対応 

・もう一度と話し合い、違う課題や

方法を提案し、選択させる 

 

困った行動の 
なかにこそ 

支援のヒントは 
隠されている！ 

発達障害の傾向があるし、

ああいう子だから 

仕方ないかな… 

月曜だし、天気も

良くないし・・ 

気持ちの問題かな 

Ａ  
先行事象 

Ｂ 
行動 

Ｃ 

後続事象 

 子どもたちの困った行動・気になる行動のとらえ方、解決するヒントを得るため
のポイントを検討します。 
 

気になる・問題となる行動 
授業に参加しない・離席をする 

事例２ 
（通常学級 Ｃさん） 

気になる・問題となる行動 
学習に取り組まず遊んでいることがある 

事例１ 
（特別支援学級 Ｂさん） 

支援を考える 
問題となる行動を無くすのではなく、それに代わる 
「望ましい行動を引き出すにはどんな手立てが考えられるか？」です。 

 

 

Point ! 

それでも起こって 

しまったとき 

それでも起こって 

しまったとき 

図１－１　リーフレット（表面）

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さっそくですが… 

 

発達障害の傾向がある A さん。 

授業中にパニックを起こし、泣き叫ぶことが多くあります。 

「授業が中断することもあるし、周りの子へも迷惑がかかってしまう・・・ 

A さんの学習も遅れてしまうし・・・」担任の先生は困っています。 

 
「どうしてパニックを起こすのかな？どういう支援をしていったらいいの？」 

 

さて、みなさんなら Aさんのパニックの原因をどう考えますか？ 

 

 

 

 

 

 

ちょっと待って！！ 

人の行動には必ず理由があります。その行動の理由に焦点を当て、行動の支援と環境の整備をすることで、 

子どもの行動を変えていくことができます。その行動の中にこそ、支援のヒントは隠されているのです。 

そこで、ここではＡＢＣのフレームで子どもの行動をとらえ、支援を考えていきます。 

 

 

ＡＢＣのフレームって？ 

 

子どもの困った行動をこの３つのフレームで考えると行動の原因、支援の方策を探ることができます。 

Ａさんの事例を基に考えていきましょう。 

 

気になる・問題となる行動（Ｂ） 
①新しい学習内容に対して抵抗があ

りやりたがらない 

②授業開始時に着席していない 

③ごほうびタイムの時間を守れない 

・４５分間何もしないで遊んでいる

ことがある 

望ましい行動が起こりやすくなる工夫 

(気になる行動を起こりにくくする工夫) 

①導入にタブレット学習を取り入れ

興味・意欲をもたせる 

②遊びに行く前に、うまく遊べるよ

うに声掛けをする(約束の確認) 

・授業終了時に次時の学習準備をす

るよう声掛けをする 

・できるだけチャイムで号令をかけ  

 る 

③ごほうびタイムは自席でできるも

にする 

・ごほうびタイムの時間を決め、タ

イマーを使う 

ほめ方・楽しみな活動 

・ごほうびタイム(５分程度)で好き

な活動ができる 

・チャイムで着席し授業を始められ

たら、がんばりカードにシールが

もらえる 

望ましい行動 

・嫌がらずに興味をもって学習に取

り組む 

・座って学習できる時間を増やす 

行動前の事象（Ａ） 

①自分にはできないという思い込み 

②休み時間に友だちともめ、気持ち

が切り替えられない 

③好きなことをやっていてやめられ

ない 

気になる・問題となる行動（Ｂ） 
①教科書やノートを出さない・板書

をノートに写さない 

②自席から離れ、好きな本を読むな

ど勝手なことをする 

③人の目を気にして、集団の中に入

れず活動に参加しない 

行動前の事象（Ａ） 

①文字を書くことに苦手意識がある 

②自分のやりたい活動ではない 

③時間を守らず、遅れて行動する 

ほめ方・楽しみな活動 
・望ましい行動が見られたときには

それらを認め賞賛する 

・本人と話し合って決めたことがで

きた際はがんばりカードにシール

を貼る。家庭と共有し、家庭でも

賞賛する 

望ましい行動が起こりやすくなる工夫 

(気になる行動を起こりにくくする工夫) 

①②③１日の予定や１時間の学習内

容を個別に本人に分かるように詳

しく伝える（視覚で分かるもの） 

・本人と話し合い、提案や交渉をし、

「これならできる」というものを決  

める 

②自分で選択させた別課題をやるこ

とを認め、自席で行うようにする 

③活動の流れを伝え、参加できる部

分だけでも良いことを伝える 

望ましい行動 

①②教科書・ノートを出し、離席せ

ず授業に参加する 

③集団の行事や活動に参加する 

 

行動後の事象（Ｃ） 

・学習をやらずにすきなことをし続
けることができる（楽しい・嫌な

ことを忘れられる） 

 

起こってしまったときの対応 

・本人と話をして、学習開始時の時

間を決める(タイマー使用) 

行動後の事象（Ｃ） 

①②叱られることもなく学習をやら

ずにすきなことをし続けることが

できる 

③集団での活動に参加しなくて済む 

 

起こってしまったときの対応 

・もう一度と話し合い、違う課題や

方法を提案し、選択させる 
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隠されている！ 

発達障害の傾向があるし、
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仕方ないかな… 

月曜だし、天気も
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気持ちの問題かな 
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先行事象 
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行動 
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後続事象 

 子どもたちの困った行動・気になる行動のとらえ方、解決するヒントを得るため
のポイントを検討します。 
 

気になる・問題となる行動 
授業に参加しない・離席をする 

事例２ 
（通常学級 Ｃさん） 

気になる・問題となる行動 
学習に取り組まず遊んでいることがある 

事例１ 
（特別支援学級 Ｂさん） 

支援を考える 
問題となる行動を無くすのではなく、それに代わる 

「望ましい行動を引き出すにはどんな手立てが考えられるか？」です。 
 

 

Point ! 

それでも起こって 

しまったとき 

それでも起こって 

しまったとき 

図１－２　リーフレット（裏面）
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Ⅲ　研究Ⅱ
１．事例Ⅰ
（１）対象─通常学級　１学年　Ａ児
（２）標的行動─授業中の手いたずら、離席
（３）手続き─リーフレットの考え方を担任に説明。

筆者と下記のような手立てを検討した。
（４）倫理的配慮
対象校の管理職、学級担任及び本人に十分な説明
をし、同意の上で本研究は実施された。なお、事例
Ⅱ．Ⅲについても同様の手続きを経ている。
（５）分析方法─１日２単位時間、筆者による行動

観察（事象記録法）によりベースラインを測
定（10月15日から５日間の標的行動生起回数
を記録）

（６）行動の分析と支援の検討（図２）
児童の学習に集中する時間を増やすことで手いた

ずらが減ると考えた。そこで、教師の声が届きやす
く、個別の支援をしやすくするために、座席の移動
をした。また、Ａ児は板書をノートに写す際には、
隣の友達のノートを覗く、「見えない」と声を発する、
立ち上がるなどの行動が見られたため、この行動に
対しても座席の移動は有効ではないかと考えられた。

（７）支援介入
支援検討後、支援介入をした５日間の標的行動生
起回数を記録
（８）考察
図３の通り、支援介入後は授業に集中する時間
や、黒板や教師を注視することが増えるとともに周
りと同じペースで活動に向かう時間が増え、結果と
して手いたずらの回数や離席が減少した。Ａ児の行

動を分析し検討した行動前の支援や手立てが有効に
機能したと考えられる。
２．事例Ⅱ
（１）対象─通常学級　４学年　Ｂ児
（２）標的行動─離席・授業不参加（学習用具も出

さない。授業への不参加）
（３）手続き─事例Ⅰと同様
（４）分析方法─１日２単位（計90分）筆者による

行動観察（事象記録法・継続時間記録法）に
よりベースラインを測定（９月５日から５日
間の標的行動生起回数を記録）

（５）行動の分析と支援の検討（図４）
Ｂ児の実態・観察から、Ｂ児には社会的スキルや
学校生活スキルの不足が見られるため、個別支援と
して授業中の正しい発言の仕方や声の大きさ、ルー
ルを具体的に示した。また、児童は周囲の友達から
の目を気にするため、がんばりカードの記入やでき
たことを褒める際はできるだけ個別の対応とした。

研究Ⅲ 

１．事例Ⅰ 

(１)対象－通常学級 １学年 Ａ児 

(２)標的行動－授業中の手いたずら、離席 

(３)手続き－リーフレットの考え方を担任に説明。者

と下記のような手立てを検討した。文末の(４)挿入      

(５)分析方法－１日２単位時間、筆者による行動観察

（事象記録法）によりベースラインを測定(10月
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 （６）行動の分析と支援の検討（図２） 

   児童の学習に集中する時間を増やすことで手い

たずらが減ると考えた。そこで、教師の声が届き

やすく、個別の支援をしやすくするために、座席

の移動をした。また、Ａ児は板書をノートに写す

際には、隣の友達のノートを覗く、「見えない」

と声を発する、立ち上がるなどの行動が見られた

ため、この行動に対しても座席の移動は有効では

ないかと考えられた。

 

（７）支援介入 

支援検討後、支援介入をした５日間の標的行動生起

回数を記録 

（８）考察 

図３の通り、支援介入後は授業に集中する時間や、黒

板や教師を注視することが増えるとともに周りと同じ

ペースで活動に向かう時間が増え、結果として手いた

ずらの回数や離席が減少した。Ａ児の行動を分析し検

討した行動前の支援や手立てが有効に働いたと考えら

れる。 
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ドは１週間で１シートとした。Ｂ児の保護者はＢ児の

学校での様子を日頃から気にかけているため、がんば

りカードには保護者からの励ましのコメント欄を設

けた。 
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「Ａさん、がんばって書いてる
ね」 

・指示を出すときに名前を呼び意
識を向ける 

・意識を向けた後、必要に応じて
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がんばりカードは１週間で１シートとした。Ｂ児の
保護者はＢ児の学校での様子を日頃から気にかけて
いるため、がんばりカードには保護者からの励まし
のコメント欄を設けた。
（６）支援介入
支援検討後、支援介入をした５日間の標的行動生
起回数を記録
（７）考察
支援介入後は不適切発言の大幅な減少が見られた

（図５）。不適切な発言が減少することで刺激し合っ
ていた周囲の友だちとのおしゃべりも減るというよ
うに相乗的に働いた。また、約束を守れたらシール
を貼るというがんばりカードでの賞賛も児童には効
果的であった。Ｂ児の行動を分析し検討した行動前
の支援や手立てが有効に機能したと考える。

３．事例Ⅲ
（１）対象─通常学級　４学年　Ｃ児
（２）標的行動─離席・授業不参加（学習用具も出

さない。授業への不参加）

（３）手続き─事例Ⅰと同様
（４）分析方法─１日２単位（計90分）筆者による

行動観察（事象記録法・継続時間記録法）に
よりベースラインを測定（９月５日から５日
間の標的行動生起回数を記録）

（５）行動の分析と支援の検討（図６）
まず、学級全体で離席を含む授業中のルールを確
認した後、Ｃ児とは個別で話をし、今後の学習につ
いて話し合った。Ｃ児は自分の考えや思いを言葉で
表現することが難しい為、教師側から選択肢を提案
し、本人に決定させるようにした。Ｃ児は興味のあ
ること、自分がやれそうなことには取り組む姿が見
られたため、Ｃ児が取り組めそうな課題を用意する
こととした。また、がんばりカードでは、児童の興
味のあるキャラクターのイラストを10ピース（児童
の意欲が続く程度の量）のパズル状にし、決めた課
題ができた際に一つずつ貼るようにした。
（６）支援介入
支援検討後、支援介入をした５日間の標的行動生
起回数を記録
（７）考察
支援介入後、Ｃ児の授業不参加行動は減少し、学
習に参加することができるようになった。（図７）
授業の前に学習内容を伝え、その時間に自分ができ
ることを自己選択・決定させたことが有効であった
と考える。それに伴い、離席の減少も見られた。
（図８）Ｃ児の行動を分析し検討した行動前の支援
や手立てが有効に機能したと言える。またＣ児には
行動後のがんばりカードが意欲付けにつながった。
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の前に学習内容を伝え、その時間に自分ができること

を自己選択・決定させたことが有効であったと考え
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効に働いたと言える。またＣ児には行動後のがんばり
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行動前の事象  気になる問題となる行動  行動後の事象 

・教師や友達が言ったことやした
ことに反応する 

・答えや分かったことを言いたい 
 

・思ったことをすぐに大きな声で口に出
す。指名されていないのに勝手に発言
をする。 

・友達とのおしゃべり 
 

 
・教師に注意を受ける。または反
応されないこともある。 
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・座席の配置を1番前の端から中
央へする 

・個別で話をし、授業中の正しい
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４．事例Ⅳ
（１）対象─知的障害特別支援学級　４学年　Ｄ児
（２）標的行動─朝の支度・活動に時間を要する
（３）手続き─事例Ⅰと同様
（４）倫理的配慮
ビデオ録画を含む本研究について、管理職、学級
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５．事例Ⅴ
（１）対象─自閉症・情緒障害特別支援学級

２学年　Ｅ児
（２）標的行動─授業への不参加
（３）手続き─事例Ⅰと同様
（４）分析方法─１日２単位（計90分）ビデオによ

る行動観察（持続時間記録法）により、ベー
スラインを測定（６月19日から５日間）

（５）行動の分析と支援の検討（図11）
分析により、Ｅ児は休み時間や授業内でのごほう
びタイムから学習に戻る気持ちの切り替えが苦手で
あり、なかなか着席できないことが分かった。ま
た、その行動に教師が注意をするとＥ児は癇癪を起
こしたり、泣き叫んだりするため、教師はＥ児が自
ら気持ちを切り替えて着席するまで見守ることが多
いことも分かった。支援として、まず、授業の終了
後すぐに次時の授業準備をすること、チャイムで着

席すること、それらができたらがんばりカードに
シールを貼ることを確認した。また、ごほうびタイ
ムはこれまでも教師の口頭により時間を決めていた
が、タイマーを使うことで、視覚化と気持ちの切り
替えを図った。ごほうびタイムの活動は自席ででき
るＥ児の好きな活動に限定をすることで、気持ちと
行動の切り替えがしやすくなるようにした。
（６）支援介入
支援検討後、支援介入をした５日間の標的行動持
続時間を記録
（７）考察
図12の通り、Ｅ児の授業時の不適切な行動時間は
大幅に減少した。Ｅ児にとっては、がんばりカード
がとても有効に働き、授業開始時の着席を自らする
ことが増えた。ごほうびタイムでタイマーを使用し
時間を明確にしたことと活動内容を限定したこと
で、次の学習活動にスムーズに移ることができた。
Ｅ児の行動の理由を考え、支援を検討し、改めて教
師がＥ児に働きかけたことで、変容が見られた。

Ⅳ　研究Ⅲ
１．目的と方法
研究Ⅲで活用したリーフレットの有用性と活用性
を評価する。事例Ⅰ～Ⅴの担任にはインタビューを
実施した。あわせて、当該校の全学級担任に配布
し、妥当性評価を依頼した。なお、アンケートへの
回答及びインタビューについては、任意であること
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支援検討後、支援介入をした５日間の標的行動持続
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図12の通り、Ｅ児の授業時の不適切な行動時間は大

幅に減少した。Ｅ児にとっては、がんばりカードがとて

も有効に働き、授業開始時の着席を自らすることが増

えた。ごほうびタイムでタイマーを使用し時間を明確

にしたことと活動内容を限定したことで、次の学習活

動にスムーズに移ることができた。Ｅ児の行動の理由

を考え、支援を検討し、改めて教師がＥ児に働きかけた

ことで、変容が見られた。 
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を説明の上、同意を得て実施した。
２．結果と考察
インタビューからは以下が指摘された。

リーフレットにより、ＡＢＣ分析という検討の枠
組みが見える化された。それにより、ＡＢＣ分析に
詳しくない教員でも、活用できることが示唆され
た。また、それに基づく支援の効果を事例担当教師
が手応えとして実感したことでリーフレットの評価
も大変高いものになった。
また、その他の学級担任からは以下が指摘され
た。

行動の見方の変化や教師の意識の変容が見られ、
ＡＢＣ分析の考えを取り入れた支援を「これからの
支援に使いたい、使っていけそう」との回答が多
かった。
対象となった教師は事例対象児の担任とは違い、
本リーフレットの意義や活用方法について具体的な
説明の機会を設定していない。その対象者より上記
のような評価があったことは、本リーフレットの分
かりやすさ及び活用性や有用性が評価されたと考え
られる。

Ⅴ　総合考察
１．支援観の転換への効果
通常の学級担任でも理解しやすい簡便なリーフ
レットを作成したことで、ＡＢＣ分析の考え方が深
まり、行動の捉え方や支援の考え方など、教師側の
意識の変容が見られた。
特に、通常の教育分野では、望ましくない行動が
あれば叱責するという対応が一般的である。しか

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究Ⅳ 

１．目的と方法 

 研究Ⅲで活用したリーフレットの有用性と活用性を

評価する。事例Ⅰ～Ⅴの担任にはインタビューを実施

した。あわせて、当該の全学級担任に配布し、妥当性

評価を依頼した。なお、アンケートへの回答及びイン

タビューについては、任意であることを説明の上、同

意を得て実施した。 

２．結果と考察 

インタビューからは以下が指摘された。 
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・好きなことをやっていてやめられな
い 

・自分にはできないという思い込みか
らやりたくない 

・休み時間に友達ともめる 

 ・授業開始時に着席していない 
・４５分間遊んでいて何もしないこ
とがある 

・ごほうびタイムの時間をまもれな
い 

 

・学習をやらずに好きなことをし
続けることができる 
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起こりやすくなる工夫 
 望ましい行動  ほめ方・楽しみな活動 

 

・座って学習できる時間を増やす 

 ・チャイムで着席をし、授業を始
められたら、がんばりカードに
シールを貼る 

・ごほうびタイム（５分～10分）
で好きな活動ができる 

・次時の学習の用意をしてから休み時
間にする 

・授業の始めには取り組みやすい課題
を取り入れる 

・チャイムで号令をかける 
・ごほうびタイムは自席でできるもの
にし、タイマーを使う 

・遊びに行く前に、うまく遊べるよう
に声掛けをする（約束の確認） 

  
  

    
 それでも起きてしまったとき  起きてしまったときの対応 

  ・本人と話をして、学習開始の時
間を決める（タイマーを使う） 
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（分） 

図12 Ｅ児の標的行動継続時間 

・ＡＢＣの枠組みで考えた支援を実際にしてみて児

童の望ましくない行動の理由をはっきさせること

ができた。支援の有効性がすぐ分かった。 

・行動分析シートで支援を検討したことは、原因や

対策が整理されて分かりやすくなり、支援をしや

すくなる。教師が事前の手立てを考えたり工夫を

したりすることがとてもよいと思った。 

 

図11 Ｅ児の行動分析シート 

・問題となる行動を指導するだけでなく、行動の理

由を考えるようになった。 

・これまで問題となる行動（Ｂ）に注目しがちであ

ったが、その事前（Ａ）事後（Ｃ）に目を向ける

ように変わった。事前の手立てや支援の工夫を意

識するようになった。 

・困っている児童に対してどのアプローチがあって

いるのかを多方面から考えるようになった。 

・児童に対する支援の一つとして有効である。 
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工夫をしたりすることがとてもよいと思った。
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し、発達障害等の配慮を要する児童の場には、単な
る叱責は効果がないばかりか二次障害のきっかけに
なることも指摘されている。
それまでは、叱責をしたり、有効な手立てを講じ
ることができなかったりしていたが、ＡＢＣ分析に
より支援観の転換が図られたともいえよう。すなわ
ち、Ｂの行動を変えるためには、ＡとＣというその
前後の要因に目を向けるという時系列の支援の枠組
みが提示されることで、個に応じたより効果的な支
援の検討がなされ、児童の適切な行動の増加と問題
行動の減少につながったと思われる。
２．支援の具体化への効果
具体的には、適切な行動を引き出すためのアプ
ローチとして、Ａでは環境の整備や代替え行動の提
示、Ｃでは個に応じた称賛やがんばりカードの活用
など、それぞれの児童に応じた支援を整理して考え
ることができた。ＡＢＣの枠組みをリーフレットに
より見える化することで、支援の具体化が図りやす
くなったといえる。
３．今後に向けて
ＡＢＣ分析は個に応じた支援の検討としては十分
活用性がある。しかし、学級担任が一人で分析から
支援の検討を行うことは現時点では限界があるだろ
う。校内委員会や学年会で組織的にリーフレットの
活用する支援の検討が求められるだろう。
また、ＡＢＣ分析に多少の知見がある校内外のア

ドバイザー的存在の活用も含め、事例を積み上げて
いくことで適切な支援や更なる支援の多様性を図れ
るようになるであろう。
さらには、通常の学級の大人数の中でも無理なく
活用していくためには、学級の全児童に対して同時
に支援を行うクラスワイドな支援を考えていく必要
もある。それにより、個別的な支援もより効果が発
揮されるだろう。
あわせて、各事例については。時間的な制約もあ
り、十分なフォローアップ期を設定してない。ＡＢ
Ｃ分析の通常の学級や特別支援学級での展開にあ
たっては、支援介入後の経緯も含めて十分な実践的
な検証が求められよう。
ＡＢＣ分析は、支援を検討するための１つの方法
として、とても有効である。今後、通常の学校でも
認知が進み、教師が児童の適切な行動を引き出す指
導や支援を行うための一助になればと考える。
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